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題　　字
藤嶋省平鳳鳴会顧問

印　　刷
武内印刷株式会社

◆会　場：いとく大館ショッピングセンター　　　　　　　 ◆鳳鳴記念館

◆期　日：平成15年９月27日（土）・28日（日） ◆10月３日（金）

（21学級でＯＢ21人による授業）

◆会　場：母校ＨＲ教室

◆時　間：９：00～10：00 ◆会　場：大館市民文化会館

◆時　間：10：40～12：20

◆講　師：鈴木久雄氏
（14期・ホンダ R＆D アメリカンズ主席顧問）

◆会　場：大館樹海ドーム

◆時　間：14：00～16：00

◆対戦校：兵庫県立篠山鳳鳴高等学校 ◆会　場：秋北ホテル

◆時　間：17：30～19：30

◆会　費：5,000円〈当日持参〉

――展示品を募集しております――
今年は母校創立105周年の節目にあたっており、学校、ＰＴＡ、鳳鳴会が一体となって記念事業を種々

企画しておりますが、9月27日（土）、28日（日）の両日、伊徳さんのご好意により、三階催物会場で「懐
かしの大中・鳳鳴展」を開催致します。
この企画は母校の歴史を目で観ていただこうという主旨ですが、展示品の募集をしております。同窓生
諸兄が私蔵されている写真、帽子、マント、通信簿等、新しいモノ、古いモノ、なんでも結構ですから思
い出の品をお寄せいただければ幸甚であります。
この記念展にあわせて、大先輩でもあり、「松下村塾」の模築を（財）大館鳳鳴高校振興会に寄付して

くださった竹村吉右衛門氏を紹介する「竹村吉右衛門氏と松下村塾展」も併催致しますのでご期待下さい。
また、10月3日（金）鳳鳴記念館で同展の開催も決定しました。ぜひ御観覧下さい。企画委員長　桑名秀明

デ
カ
ン
シ
ョ
節
の
故
郷
へ

篠
山
鳳
鳴
高
校
訪
問
・
参
加
者
募
集

「
丹
波
篠
山
山
家
の
猿

が
・
・
・
」
ご
存
知
デ
カ
ン
シ

ョ
節
の
一
節
で
す
。

旧
藩
主
青
山
忠
誠
氏
の
意
思

に
よ
り
、
篠
山
鳳
鳴
高
校
の
モ

ト
で
あ
る
私
立
篠
山
中
年
学
舎

が
創
立
さ
れ
た
の
が
明
治
九

（
一
八
九
六
）
年
で
、
私
ど
も

大
館
鳳
鳴
高
校
の
創
立
に
先
立

つ
こ
と
二
十
一
年
。「
山
家
の

猿
」
と
は
謙
遜
も
よ
い
と
こ
ろ
。

昔
か
ら
よ
ほ
ど
教
育
に
熱
心
な

土
地
柄
だ
っ
た
こ
と
が
拝
察
さ

れ
ま
す
。

こ
の
篠
山
鳳
鳴
高
校
と
同
じ

鳳
鳴
の
名
を
冠
す
る
ご
縁
か
ら

友
好
提
携
を
調
印
し
た
の
は
一

昨
年
の
十
月
の
事
で
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
篠
山
か
ら
は

ま
ず
同
窓
会
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
諸
氏
が
来
館
さ

れ
、
次
に
校
長
先
生
と
生
徒
会

の
役
員
諸
君
が
母
校
を
訪
れ
交

歓
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
高
橋
元
会
長
と
小

林
前
校
長
に
よ
る
個
々
の
訪
問

は
あ
っ
た
も
の
の
、
鳳
鳴
会
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
公
式
の

訪
問
は
未
だ
な
く
、
一
〇
五
周

年
の
特
別
事
業
と
し
て
下
記
の

要
領
で
篠
山
鳳
鳴
高
校
の
訪
問

を
企
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

企
画
委
員
長
　
桑
名
　
秀
明

■ ■ ■兵庫県立篠山鳳鳴高等学校訪問 ■■■
日　程
10／19（日） 青森空港10：20―11：55伊丹空港（昼食）13：00〈自家用車〉―14：00丹波

篠山…春日神社秋の例祭＆篠山散策…交流懇親会 王地山公園ささやま荘泊
10／20（月） ホテル8：40―9：00篠山鳳鳴高校訪問12：00―〈昼食・自家用車〉―15：00

三ノ宮駅 神戸東急イン泊
10／21（火） 市内散策・北野異人館めぐり〈昼食・シャトルバス〉14：00―15：00伊丹空港

16：05―17：35青森
経　費 70,000円　ＪＡＬパック利用予定　2泊7食付き交通費を含む

※くわしい内容や納金方法については、参加申込み者に、後日連絡いたします。
※現地参加希望者は事務局にお問い合せ下さい。

9月1日（月）までに、住所、氏名
（卒業期）、電話番号を記して、下記
事務局にハガキ・FAX・Eメールで
お申し込み下さい。

創立105周年記念事業実行委員会事務局
〒017－0813 大館市金坂後６

（鳳鳴高校内）
TEL 0186・42・0002
FAX 0186・49・2044
E-mail info@homei.jp

祝賀会・篠山鳳鳴高校訪問・展示品出品の申込み

先輩たちによる課外授業

野球部交流試合

記念講演会

記念祝賀会

懐かしの大中・鳳鳴展　－105周年記念展示会－

申込み
は

このたび、会員各位に名簿作成のあいさつ状を送付いたしましたが、名簿に住所・電
話番号・勤務先等掲載を希望しない場合は、その旨を記して８月末までに鳳鳴会事務
局宛ご連絡下さる様お願いいたします。また住所変更等がありましたら必ず事務局ま
でお知らせ下さい。

会員名簿作成に
関するお願い

現
地
参
加
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
は
事
務
局
ま
で
。



テル〉

東京鳳鳴会
６・８
ホテルグランドパレス

鹿
角
市
鳳
鳴
会

６
・
13

鹿
角
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

札幌鳳鳴会を下記により開催します。
記

期　日　平成15年9月6日（土） 午後5時～
場　所　札幌第1ホテル（中央区大通り西10丁目）
会　費　7,000円（年会費2,000円含む）
問合せ　幹事長　和田　稔　011－854－4845

鳳
鳴
高
校
と
の
関
わ
り
は
？

昭
和
二
十
年
一
月
か
ら
五
十
六

年
三
月
退
職
す
る
ま
で
、
三
十
六

年
余
り
で
す
。
途
中
、
出
産
・
育

児
で
二
十
三
年
に
一
度
退
職
し
ま

し
た
が
、
請
わ
れ
て
一
年
半
後
に

復
職
し
ま
し
た
。

在
職
中
で
一
番
の
思
い
出
は
？

岩
木
山
遭
難
と
進
駐
軍
が
学
校

に
来
た
時
で
す
。

岩
木
山
は
何
度
も
取
り
上
げ
ま

し
た
か
ら
、
進
駐
軍
の
話
を
聞

か
せ
て
下
さ
い
。

記
憶
が
定
か
で
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
終
戦
後
間
も
な
く

で
し
た
。
土
曜
日
で
ほ
と
ん
ど
の

先
生
が
帰
っ
て
、
校
長
と
小
使
い

さ
ん
と
私
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
は
二
、
三
人
が
来
ま
し
て
、

ニ
コ
ニ
コ
上
機
嫌
で
し
た
が
、
校

内
を
見
て
廻
っ
て
小
さ
な
倉
庫
に

優
勝
旗
と
か
賞
状
が
い
っ
ぱ
い
あ

っ
て
、
色
は
き
れ
い
だ
し
本
国
へ

み
や
げ
に
し
た
か
っ
た
の
か
、
奪

い
合
っ
て
持
ち
帰
る
と
こ
ろ
で
し

た
。
そ
う
し
て
い
る
内
に
、
グ
ラ

イ
ダ
ー（
完
全
な
も
の
で
は
な
い
）

を
見
つ
け
て
、
軍
用
だ
ろ
う
と
、

実
弾
も
見
つ
け
た
と
い
っ
て
顔
色

が
変
わ
っ
た
ん
で
す
よ
。
仲
間
を

電
話
で
呼
び
出
し
て
、
す
ご
く
怒

っ
て
怖
か
っ
た
で
す
よ
。
殺
さ
れ

る
か
と
思
い
ま
し
た
。「
違
う
」

と
い
っ
て
も
言
葉
が
通
じ
な
い
し
、

五
年
、
四
年
生
は
学
徒
動
員
で
い

な
い
し
、
残
っ
て
い
た
少
数
の
生

徒
達
に
命
じ
て
め
ぼ
し
い
品
物
を

校
内
か
ら
裏
庭
に
運
び
出
さ
せ
て

山
程
に
積
み
上
げ
て
火
を
つ
け
て

燃
や
し
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
校

旗
も
燃
や
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
私
の
記
憶
で
は
米

兵
が
持
ち
去
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
、

数
々
の
優
勝
旗
と
共
に
。
翌
日
よ

う
や
く
連
絡
の
と
れ
た
英
語
の
先

生
の
通
訳
で
誤
解
は
解
け
ま
し
た

け
ど
、
燃
え
た
物
は
戻
り
ま
せ
ん
。

残
っ
て
い
れ
ば
一
〇
五
周
年

記
念
展
に
展
示
し
た
か
っ
た
で

す
ネ
。

当
時
運
動
部
は
大
方
優
勝
し
て

ま
し
た
か
ら
。
そ
の
後
校
旗
の
無

い
学
校
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
た
し
か
市
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。

あ
と
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り

ま
す
か
？

先
生
達
は
転
勤
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
ず
〜
っ
と
三
十
六
年
間
鳳
鳴

一
筋
で
す
か
ら
、
お
客
様
が
あ
る

と
い
つ
も
必
ず
校
長
室
に
呼
ば
れ

た
も
の
で
す
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

お
話
は
尽
き
な
く
、
お
聞
き

し
た
こ
と
を
連
記
し
て
み
ま
し

た
。

●

遠
方
よ
り
赴
任
し
た
先
生
達
を

食
料
難
の
頃
で
見
る
に
見
か
ね
て

「
在
」
に
買
い
出
し
に
連
れ
て
い

っ
た
事
‥
‥
。

●

親
も
お
手
上
げ
の
悪
ガ
キ
を
自

宅
に
下
宿
さ
せ
て
ど
う
に
か
更
正

さ
せ
て
今
で
は
立
派
な
教
師
に
。

下
宿
さ
せ
た
生
徒
は
数
人
‥
‥
‥

●

在
日
朝
鮮
人
で
差
別
に
耐
え
か

ね
て
「
立
派
に
な
っ
て
必
ず
こ
の

鳳
鳴
に
来
る
か
ら
」
と
笑
顔
で
北

へ
渡
っ
た
同
窓
生
が
い
た
事
‥
‥

●

入
学
す
る
際
に
保
証
人
を
た
の

ま
れ
た
人
は
枚
拳
に
い
と
ま
が
な

い
く
ら
い
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

●

独
身
先
生
の
縁
談
は
数
知
れ
ず
。

●

振
興
会
を
作
る
た
め
、
県
庁
と

中
田
会
長
宅
を
何
度
通
い
つ
め
た

事
か
、
前
例
が
な
く
苦
労
し
た
‥
。

●

古
い
話
で
質
実
剛
健
を
誇
る
鳳

鳴
に
女
性
が
い
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
声
が
生
徒
の
間
で
あ
が
り
、

あ
わ
や
ク
ビ
に
な
り
そ
う
に
な
っ

た
。
高
六
期
に
女
生
徒
が
入
学
す

る
ま
で
、
私
が
唯
一
の
女
性
で
あ

っ
た
（
教
職
員
も
含
め
て
）
‥
‥

●

女
子
生
徒
を
引
率
し
て
修
学
旅

行
に
い
っ
た
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

現
役
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
若
さ
と

パ
ワ
ー
に
、
満
八
十
三
歳
と
い
う

お
歳
を
感
じ
さ
せ
な
い
元
気
の
源

は
何
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
ま

し
た
。
お
話
の
端
々
に
必
ず
「
鳳

鳴
に
勤
め
て
幸
せ
だ
っ
た
!!
鳳
鳴

に
関
わ
っ
て
生
き
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
母
校
愛
と
、
必
ず
野
球
部

を
甲
子
園
に
応
援
に
行
き
た
い
、

そ
れ
ま
で
は
元
気
で
暮
ら
し
て
い

な
く
て
は
と
い
う
前
向
き
な
思
い

で
あ
っ
た
。「
一
緒
に
甲
子
園
で
、

森
吉
の
嶺
・
・
・
を
歌
い
ま
し
ょ

う
」
で
話
は
落
ち
着
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
大
中
〜
鳳
鳴
の
生
き
辞

引
き
で
し
た
。
小
泉
槇
子
（
鳳
16
）

シリーズ�シリーズ�

8

川上愛子さん（元事務職員）

オ
ー
ル
ド
同
窓
生
に
は
懐
か
し
い
川
上

愛
子
さ
ん
（
特
別
会
員
）
に
去
る
六
月

仙
台
鳳
鳴
会
に
御
同
行
願
い
、
一
泊
二

日
の
密
着
取
材
で
す
。

平
成
十
五
年
度
の
鳳
鳴
会
総
会

は
五
月
十
日
、
大
館
市
の
秋
北
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
会
則
改
定
を
含
む

議
案
七
件
を
審
議
。
全
議
案
を
原

案
通
り
可
決
し
た
。
十
五
年
度
に

お
い
て
は
学
校
創
立
一
〇
五
周
年

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
記
念
事
業
と

し
て
、
い
と
く
大
館
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
記
念
展
示

会
を
開
催
す
る
ほ
か
Ｏ
Ｂ
が
各
学

級
ご
と
に
課
外
授
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
総
会
後
行
わ
れ

た
懇
親
会
で
は
、
往
年
の
バ
ン
カ

ラ
・
パ
ワ
ー
が
爆
発
。
若
年
Ｏ
Ｂ

が
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
一
幕
も
あ

っ
た
。

総
会
に
は
約
百
二
十
人
が
出
席
。

木
村
高
明
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

本
運
用
と
な
っ
て
い
る
（h

ttp
://

w
w

w
.h

o
m

e
i.jp

）。
記
念
事
業
と

し
て
は
、
Ｏ
Ｂ
二
十
一
人
が
一
人

一
学
級
を
担
当
す
る
課
外
授
業
が

行
わ
れ
る
。
人
生
経
験
を
つ
ん
だ

Ｏ
Ｂ
が
現
役
に
何
を
伝
え
る
の
か
、

興
味
が
持
た
れ
る
。

記
念
講
演
会
に
は
米
国
で
活
躍

し
た
高
校
十
四
期
鈴
木
久
雄
さ
ん

を
講
師
に
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。

記
念
祝
賀
会
、
会
員
名
簿
の
作
成

な
ど
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

会
則
の
改
定
で
は
、
常
設
の
委

員
会
に
新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運

営
委
員
会
を
加
え
た
。
各
委
員
長

に
つ
い
て
は
副
会
長
が
兼
務
す
る

と
い
う
規
定
を
削
除
し
会
長
が
委

嘱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

予告



Hello from Oregon!  My name is Lori Ann McNeill and I was a Rotary exchange student at
Homei high school from 1976-1977. Yes, indeed, that was a LONG time ago!  Despite the
number of years it has been, I still hold many good memories of that year in Odate!  Just
recently I have found old diaries I wrote during that time so I can share with you some of the
thoughts I had as a 16 year old at Homei.
First of all, many of you will remember the condition of Homei in 1976. Homei at that time
was an old building with unfinished wood and without central heating. The toilets were non-
flush toilets that got cleaned out when the smell got too bad (at least that was my impres-
sion ).  Despite all of this, I loved the school. Somehow it had a charm because of its old
character. It creaked like a beautiful old woman as one walked through the halls. And even
though occasionally a ceiling would fall in due to the weight of the snow, the school remained
standing.
As for the students, I was in classroom 3B. For the first several months I understood nothing
since I had no Japanese instruction before coming to Odate. A classmate named Kazuo san
became my friend, and remained my best friend throughout the rest of the year. I remember
how serious and hard working the students were in my class and how some seemed a little
afraid of the foreign girl now sitting in their classroom. As the year went on some others
joined Kazuo in becoming my friend and we adopted nicknames from the Peanuts characters
(Lucy, Linus, Charlie Brown, etc.). There are several entries where I mention going bowling
and then going out for coffee afterwards with these friends. Something in the back of my
head says that we were not allowed to be in coffee shops, so I’m not sure if we were being
naughty teenagers, or if my memory of forbidden coffee shops is wrong! Yukiko san was
another friend. Yukiko had been an exchange student to the United States the year before
( if I remember correctly). I remember Yukiko ‘understood’ me because she had lived with
Americans for a year, and I remember how good that felt, since often I felt like a cultural
outsider.
Other Homei highlights was the overnight party at the school when we ate a special dinner,
played basketball and late at night some students got caught smoking cigarettes (not me!)  I
also remember the big all night run that I had trained several months for and then couldn’t
run it because I got sick the week of the race. Does that run still occur?
Because the students were so busy, my time was spent talking with the English teachers at
Homei . Matsuyama Sensei, Kawate Sensei, and Saito Sensei were the ones I spent the most
time with. Entries in my diary refer to Kawate Sensei as repeatedly correcting my English! I
also mentioned his kindness and how he helped me with my Japanese.
When I think of Saito Sensei, I think of his seriousness in the classroom in contrast to the
wonderful sense of humor and playfulness he had outside of the classroom. I also remember
him as a very athletic man.  As for Matsuyama Sensei, I think of the many, many hours we
spent talking to each other, his role as my confidant, and his love of the English language.
Other teachers were kind to me as well, and many of them invited me to their homes and
were very gracious. Names escape me, but their kindness does not. I also remember the
Physical Education teacher who made me learn how to run the hurdles since I loved to run.
Oh, I was scared, but he wouldn’t let me back down. This was often the theme at Homei back
then. The teachers had high expectations of their students, we’re tough, and yet kind inside.
They always seemed to want the best for their students and were there to help them reach
their potential. I trust it is the same today for the new teachers.
The five families I lived with were wonderful and very kind. When 16 years old, and in a for-
eign country, I needed special host families to adjust. I will never forget the kindness of
these families!
So, there it is- a few memories from 27 years ago. As we say in English, ‘time flies’ !!!
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travel with my husband, who works throughout the United States and the world as a con-
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several times. My year as a Rotary exchange student at Homei definitely opened me up to
the rest of the world, and was the start of a serious addiction to travel! Sadly, I have not
been back to Japan since 1977 and my Japanese is almost all forgotten due to lack of usage.
At this point, I hope to change that, and to plan a visit there during the fall. I hope this
works out, and I hope, if it does, to renew old friendships and make new ones with folks at
Homei. I’ll keep you posted! 
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several times. My year as a Rotary exchange student at Homei definitely opened me up to
the rest of the world, and was the start of a serious addiction to travel! Sadly, I have not
been back to Japan since 1977 and my Japanese is almost all forgotten due to lack of usage.
At this point, I hope to change that, and to plan a visit there during the fall. I hope this
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recently I have found old diaries I wrote during that time so I can share with you some of the
thoughts I had as a 16 year old at Homei.
First of all, many of you will remember the condition of Homei in 1976. Homei at that time
was an old building with unfinished wood and without central heating. The toilets were non-
flush toilets that got cleaned out when the smell got too bad (at least that was my impres-
sion ).  Despite all of this, I loved the school. Somehow it had a charm because of its old
character. It creaked like a beautiful old woman as one walked through the halls. And even
though occasionally a ceiling would fall in due to the weight of the snow, the school remained
standing.
As for the students, I was in classroom 3B. For the first several months I understood nothing
since I had no Japanese instruction before coming to Odate. A classmate named Kazuo san
became my friend, and remained my best friend throughout the rest of the year. I remember
how serious and hard working the students were in my class and how some seemed a little
afraid of the foreign girl now sitting in their classroom. As the year went on some others
joined Kazuo in becoming my friend and we adopted nicknames from the Peanuts characters
(Lucy, Linus, Charlie Brown, etc.). There are several entries where I mention going bowling
and then going out for coffee afterwards with these friends. Something in the back of my
head says that we were not allowed to be in coffee shops, so I’m not sure if we were being
naughty teenagers, or if my memory of forbidden coffee shops is wrong! Yukiko san was
another friend. Yukiko had been an exchange student to the United States the year before
( if I remember correctly). I remember Yukiko ‘understood’ me because she had lived with
Americans for a year, and I remember how good that felt, since often I felt like a cultural
outsider.
Other Homei highlights was the overnight party at the school when we ate a special dinner,
played basketball and late at night some students got caught smoking cigarettes (not me!)  I
also remember the big all night run that I had trained several months for and then couldn’t
run it because I got sick the week of the race. Does that run still occur?
Because the students were so busy, my time was spent talking with the English teachers at
Homei . Matsuyama Sensei, Kawate Sensei, and Saito Sensei were the ones I spent the most
time with. Entries in my diary refer to Kawate Sensei as repeatedly correcting my English! I
also mentioned his kindness and how he helped me with my Japanese.
When I think of Saito Sensei, I think of his seriousness in the classroom in contrast to the
wonderful sense of humor and playfulness he had outside of the classroom. I also remember
him as a very athletic man.  As for Matsuyama Sensei, I think of the many, many hours we
spent talking to each other, his role as my confidant, and his love of the English language.
Other teachers were kind to me as well, and many of them invited me to their homes and
were very gracious. Names escape me, but their kindness does not. I also remember the
Physical Education teacher who made me learn how to run the hurdles since I loved to run.
Oh, I was scared, but he wouldn’t let me back down. This was often the theme at Homei back
then. The teachers had high expectations of their students, we’re tough, and yet kind inside.
They always seemed to want the best for their students and were there to help them reach
their potential. I trust it is the same today for the new teachers.
The five families I lived with were wonderful and very kind. When 16 years old, and in a for-
eign country, I needed special host families to adjust. I will never forget the kindness of
these families!
So, there it is- a few memories from 27 years ago. As we say in English, ‘time flies’ !!!
Here I am now, 43 years old. I married a German citizen who came to the USA as an
exchange student and stayed. For the last 20 years I have worked as a Social Worker, mostly
working with senior citizens. For the last couple of years I have stopped working so I could
travel with my husband, who works throughout the United States and the world as a con-
tractor for Microsoft. Since leaving Japan, I have been to 14 other countries, many of them
several times. My year as a Rotary exchange student at Homei definitely opened me up to
the rest of the world, and was the start of a serious addiction to travel! Sadly, I have not
been back to Japan since 1977 and my Japanese is almost all forgotten due to lack of usage.
At this point, I hope to change that, and to plan a visit there during the fall. I hope this
works out, and I hope, if it does, to renew old friendships and make new ones with folks at
Homei. I’ll keep you posted! 
Until then, if anyone wants to write or email, here is my information:
Lori Ann McNeill
6325 NE 36th Ave
Portland, Oregon  97211
U.S.A/
Or, Loriann@wettern.com

Hello from Oregon!  My name is Lori Ann McNeill and I was a Rotary exchange student at
Homei high school from 1976-1977. Yes, indeed, that was a LONG time ago!  Despite the
number of years it has been, I still hold many good memories of that year in Odate!  Just
recently I have found old diaries I wrote during that time so I can share with you some of the
thoughts I had as a 16 year old at Homei.
First of all, many of you will remember the condition of Homei in 1976. Homei at that time
was an old building with unfinished wood and without central heating. The toilets were non-
flush toilets that got cleaned out when the smell got too bad (at least that was my impres-
sion ).  Despite all of this, I loved the school. Somehow it had a charm because of its old
character. It creaked like a beautiful old woman as one walked through the halls. And even
though occasionally a ceiling would fall in due to the weight of the snow, the school remained
standing.
As for the students, I was in classroom 3B. For the first several months I understood nothing
since I had no Japanese instruction before coming to Odate. A classmate named Kazuo san
became my friend, and remained my best friend throughout the rest of the year. I remember
how serious and hard working the students were in my class and how some seemed a little
afraid of the foreign girl now sitting in their classroom. As the year went on some others
joined Kazuo in becoming my friend and we adopted nicknames from the Peanuts characters
(Lucy, Linus, Charlie Brown, etc.). There are several entries where I mention going bowling
and then going out for coffee afterwards with these friends. Something in the back of my
head says that we were not allowed to be in coffee shops, so I’m not sure if we were being
naughty teenagers, or if my memory of forbidden coffee shops is wrong! Yukiko san was
another friend. Yukiko had been an exchange student to the United States the year before
( if I remember correctly). I remember Yukiko ‘understood’ me because she had lived with
Americans for a year, and I remember how good that felt, since often I felt like a cultural
outsider.
Other Homei highlights was the overnight party at the school when we ate a special dinner,
played basketball and late at night some students got caught smoking cigarettes (not me!)  I
also remember the big all night run that I had trained several months for and then couldn’t
run it because I got sick the week of the race. Does that run still occur?
Because the students were so busy, my time was spent talking with the English teachers at
Homei . Matsuyama Sensei, Kawate Sensei, and Saito Sensei were the ones I spent the most
time with. Entries in my diary refer to Kawate Sensei as repeatedly correcting my English! I
also mentioned his kindness and how he helped me with my Japanese.
When I think of Saito Sensei, I think of his seriousness in the classroom in contrast to the
wonderful sense of humor and playfulness he had outside of the classroom. I also remember
him as a very athletic man.  As for Matsuyama Sensei, I think of the many, many hours we
spent talking to each other, his role as my confidant, and his love of the English language.
Other teachers were kind to me as well, and many of them invited me to their homes and
were very gracious. Names escape me, but their kindness does not. I also remember the
Physical Education teacher who made me learn how to run the hurdles since I loved to run.
Oh, I was scared, but he wouldn’t let me back down. This was often the theme at Homei back
then. The teachers had high expectations of their students, we’re tough, and yet kind inside.
They always seemed to want the best for their students and were there to help them reach
their potential. I trust it is the same today for the new teachers.
The five families I lived with were wonderful and very kind. When 16 years old, and in a for-
eign country, I needed special host families to adjust. I will never forget the kindness of
these families!
So, there it is- a few memories from 27 years ago. As we say in English, ‘time flies’ !!!
Here I am now, 43 years old. I married a German citizen who came to the USA as an
exchange student and stayed. For the last 20 years I have worked as a Social Worker, mostly
working with senior citizens. For the last couple of years I have stopped working so I could
travel with my husband, who works throughout the United States and the world as a con-
tractor for Microsoft. Since leaving Japan, I have been to 14 other countries, many of them
several times. My year as a Rotary exchange student at Homei definitely opened me up to
the rest of the world, and was the start of a serious addiction to travel! Sadly, I have not
been back to Japan since 1977 and my Japanese is almost all forgotten due to lack of usage.
At this point, I hope to change that, and to plan a visit there during the fall. I hope this
works out, and I hope, if it does, to renew old friendships and make new ones with folks at
Homei. I’ll keep you posted! 
Until then, if anyone wants to write or email, here is my information:
Lori Ann McNeill
6325 NE 36th Ave
Portland, Oregon  97211
U.S.A/
Or, Loriann@wettern.com

Hello from Oregon!  My name is Lori Ann McNeill and I was a Rotary exchange student at
Homei high school from 1976-1977. Yes, indeed, that was a LONG time ago!  Despite the
number of years it has been, I still hold many good memories of that year in Odate!  Just
recently I have found old diaries I wrote during that time so I can share with you some of the
thoughts I had as a 16 year old at Homei.
First of all, many of you will remember the condition of Homei in 1976. Homei at that time
was an old building with unfinished wood and without central heating. The toilets were non-
flush toilets that got cleaned out when the smell got too bad (at least that was my impres-
sion ).  Despite all of this, I loved the school. Somehow it had a charm because of its old
character. It creaked like a beautiful old woman as one walked through the halls. And even
though occasionally a ceiling would fall in due to the weight of the snow, the school remained
standing.
As for the students, I was in classroom 3B. For the first several months I understood nothing
since I had no Japanese instruction before coming to Odate. A classmate named Kazuo san
became my friend, and remained my best friend throughout the rest of the year. I remember
how serious and hard working the students were in my class and how some seemed a little
afraid of the foreign girl now sitting in their classroom. As the year went on some others
joined Kazuo in becoming my friend and we adopted nicknames from the Peanuts characters
(Lucy, Linus, Charlie Brown, etc.). There are several entries where I mention going bowling
and then going out for coffee afterwards with these friends. Something in the back of my
head says that we were not allowed to be in coffee shops, so I’m not sure if we were being
naughty teenagers, or if my memory of forbidden coffee shops is wrong! Yukiko san was
another friend. Yukiko had been an exchange student to the United States the year before
( if I remember correctly). I remember Yukiko ‘understood’ me because she had lived with
Americans for a year, and I remember how good that felt, since often I felt like a cultural
outsider.
Other Homei highlights was the overnight party at the school when we ate a special dinner,
played basketball and late at night some students got caught smoking cigarettes (not me!)  I
also remember the big all night run that I had trained several months for and then couldn’t
run it because I got sick the week of the race. Does that run still occur?
Because the students were so busy, my time was spent talking with the English teachers at
Homei . Matsuyama Sensei, Kawate Sensei, and Saito Sensei were the ones I spent the most
time with. Entries in my diary refer to Kawate Sensei as repeatedly correcting my English! I
also mentioned his kindness and how he helped me with my Japanese.
When I think of Saito Sensei, I think of his seriousness in the classroom in contrast to the
wonderful sense of humor and playfulness he had outside of the classroom. I also remember
him as a very athletic man.  As for Matsuyama Sensei, I think of the many, many hours we
spent talking to each other, his role as my confidant, and his love of the English language.
Other teachers were kind to me as well, and many of them invited me to their homes and
were very gracious. Names escape me, but their kindness does not. I also remember the
Physical Education teacher who made me learn how to run the hurdles since I loved to run.
Oh, I was scared, but he wouldn’t let me back down. This was often the theme at Homei back
then. The teachers had high expectations of their students, we’re tough, and yet kind inside.
They always seemed to want the best for their students and were there to help them reach
their potential. I trust it is the same today for the new teachers.
The five families I lived with were wonderful and very kind. When 16 years old, and in a for-
eign country, I needed special host families to adjust. I will never forget the kindness of
these families!
So, there it is- a few memories from 27 years ago. As we say in English, ‘time flies’ !!!
Here I am now, 43 years old. I married a German citizen who came to the USA as an
exchange student and stayed. For the last 20 years I have worked as a Social Worker, mostly
working with senior citizens. For the last couple of years I have stopped working so I could
travel with my husband, who works throughout the United States and the world as a con-
tractor for Microsoft. Since leaving Japan, I have been to 14 other countries, many of them
several times. My year as a Rotary exchange student at Homei definitely opened me up to
the rest of the world, and was the start of a serious addiction to travel! Sadly, I have not
been back to Japan since 1977 and my Japanese is almost all forgotten due to lack of usage.
At this point, I hope to change that, and to plan a visit there during the fall. I hope this
works out, and I hope, if it does, to renew old friendships and make new ones with folks at
Homei. I’ll keep you posted! 
Until then, if anyone wants to write or email, here is my information:
Lori Ann McNeill
6325 NE 36th Ave
Portland, Oregon  97211
U.S.A/
Or, Loriann@wettern.com

Hello from Oregon!  My name is Lori Ann McNeill and I was a Rotary exchange student at
Homei high school from 1976-1977. Yes, indeed, that was a LONG time ago!  Despite the
number of years it has been, I still hold many good memories of that year in Odate!  Just
recently I have found old diaries I wrote during that time so I can share with you some of the
thoughts I had as a 16 year old at Homei.
First of all, many of you will remember the condition of Homei in 1976. Homei at that time
was an old building with unfinished wood and without central heating. The toilets were non-
flush toilets that got cleaned out when the smell got too bad (at least that was my impres-
sion ).  Despite all of this, I loved the school. Somehow it had a charm because of its old
character. It creaked like a beautiful old woman as one walked through the halls. And even
though occasionally a ceiling would fall in due to the weight of the snow, the school remained
standing.
As for the students, I was in classroom 3B. For the first several months I understood nothing
since I had no Japanese instruction before coming to Odate. A classmate named Kazuo san
became my friend, and remained my best friend throughout the rest of the year. I remember
how serious and hard working the students were in my class and how some seemed a little
afraid of the foreign girl now sitting in their classroom. As the year went on some others
joined Kazuo in becoming my friend and we adopted nicknames from the Peanuts characters
(Lucy, Linus, Charlie Brown, etc.). There are several entries where I mention going bowling
and then going out for coffee afterwards with these friends. Something in the back of my
head says that we were not allowed to be in coffee shops, so I’m not sure if we were being
naughty teenagers, or if my memory of forbidden coffee shops is wrong! Yukiko san was
another friend. Yukiko had been an exchange student to the United States the year before
( if I remember correctly). I remember Yukiko ‘understood’ me because she had lived with
Americans for a year, and I remember how good that felt, since often I felt like a cultural
outsider.
Other Homei highlights was the overnight party at the school when we ate a special dinner,
played basketball and late at night some students got caught smoking cigarettes (not me!)  I
also remember the big all night run that I had trained several months for and then couldn’t
run it because I got sick the week of the race. Does that run still occur?
Because the students were so busy, my time was spent talking with the English teachers at
Homei . Matsuyama Sensei, Kawate Sensei, and Saito Sensei were the ones I spent the most
time with. Entries in my diary refer to Kawate Sensei as repeatedly correcting my English! I
also mentioned his kindness and how he helped me with my Japanese.
When I think of Saito Sensei, I think of his seriousness in the classroom in contrast to the
wonderful sense of humor and playfulness he had outside of the classroom. I also remember
him as a very athletic man.  As for Matsuyama Sensei, I think of the many, many hours we
spent talking to each other, his role as my confidant, and his love of the English language.
Other teachers were kind to me as well, and many of them invited me to their homes and
were very gracious. Names escape me, but their kindness does not. I also remember the
Physical Education teacher who made me learn how to run the hurdles since I loved to run.
Oh, I was scared, but he wouldn’t let me back down. This was often the theme at Homei back
then. The teachers had high expectations of their students, we’re tough, and yet kind inside.
They always seemed to want the best for their students and were there to help them reach
their potential. I trust it is the same today for the new teachers.
The five families I lived with were wonderful and very kind. When 16 years old, and in a for-
eign country, I needed special host families to adjust. I will never forget the kindness of
these families!
So, there it is- a few memories from 27 years ago. As we say in English, ‘time flies’ !!!
Here I am now, 43 years old. I married a German citizen who came to the USA as an
exchange student and stayed. For the last 20 years I have worked as a Social Worker, mostly
working with senior citizens. For the last couple of years I have stopped working so I could
travel with my husband, who works throughout the United States and the world as a con-
tractor for Microsoft. Since leaving Japan, I have been to 14 other countries, many of them
several times. My year as a Rotary exchange student at Homei definitely opened me up to
the rest of the world, and was the start of a serious addiction to travel! Sadly, I have not
been back to Japan since 1977 and my Japanese is almost all forgotten due to lack of usage.
At this point, I hope to change that, and to plan a visit there during the fall. I hope this
works out, and I hope, if it does, to renew old friendships and make new ones with folks at
Homei. I’ll keep you posted! 
Until then, if anyone wants to write or email, here is my information:
Lori Ann McNeill
6325 NE 36th Ave
Portland, Oregon  97211
U.S.A/
Or, Loriann@wettern.com

アメリカ・オレゴン�アメリカ・オレゴン�

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

ロータリー交換留学生
ロリアン・マクニール

（1976～77年）

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

I wish you all well!
Sincerely,
Loriann
(It is now one name, but old friends can call me LoriTinh@eastwindrecords.com.)

き
大
道
政
敏
校
長
が
現
在
の
学
校

の
様
子
を
報
告
。
文
科
省
の
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
以
下
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｓ

Ｈ
は
、
第
一
線
の
科
学
者
に
よ
る

講
義
や
実
験
中
心
の
授
業
な
ど
、

三
年
間
の
う
ち
に
科
学
技
術
分
野

で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る
の
が

目
的
。
全
国
二
十
六
校
が
選
抜
さ

れ
て
い
る
。

十
五
年
度
予
算
は
ほ
ぼ
前
年
度

並
の
五
九
六
万
円
で
原
案
通
り
可

決
。
そ
の
ほ
か
、
基
金
を
財
源
に

予
算
枠
一
〇
五
万
円
の
一
〇
五
周

年
記
念
事
業
特
別
会
計
が
可
決
成

立
。
予
算
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
仮
運
用
を
経
て

懇
親
会
に
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て

津
軽
三
味
線
の
ま
ん
じ
会
（
工
藤

ま
ん
じ
家
元
）
の
一
行
五
人
が
出

演
。
パ
ワ
フ
ル
な
演
奏
を
聴
か
せ

て
く
れ
た
。

新
設
が
可
決
さ
れ
た
ば
か
り
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会
が
利

用
方
法
な
ど
を
実
際
の
画
面
を
示

し
な
が
ら
説
明
。
全
国
（
世
界
中
）

の
同
窓
生
た
ち
と
の
連
絡
が
容
易

に
な
る
文
明
の
利
器
に
対
し
、
多

く
の
出
席
者
が
熱
心
に
聞
き
入
り

関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
た
。

最
後
は
、
恒
例
の
校
歌
＆
応
援

歌
大
会
。
若
手
が
尻
込
み
す
る
な

か
、
大
先
輩
た
ち
が
驚
異
的
底
力

を
発
揮
し
賑
や
か
に
締
め
く
く
っ

た
。

高
36
期
　
小
池
　
昌
平

■平成15年度 鳳鳴会総会〈５月10日 秋北ホ

仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館仙台鳳鳴会 ６・14 五橋会館

森
吉
大
中
鳳
鳴
会

６
・
14

阿
仁
川
あ
ゆ
セ
ン
タ
ー

能
代
鳳
鳴
会

６
・
26

プ
ラ
ザ
都



【陸上競技】
◎男子総合　4位
個人　400メートル 優勝　村上大啓

400メートル障害 優勝　村上大啓
110メートル障害 優勝　鳴海孝幸
1600メートルリレー ３位

（松井・鳴海・長崎・村上）
◎女子総合　優勝
個人　400メートル 優勝　小畑文香

400メートル障害 優勝　小畑文香
400メートルリレー ２位

（佐藤・小畑・金田・鳴海）
1600メートルリレー 優勝

（武石・杉渕・根本・小畑）

【テニス】（男子団体）ベスト8
準々決勝　大館鳳鳴０―２経法大付

（男子個人複）ベスト4 麻戸洋輔・飯塚　悠
（女子個人複）3位 中嶋真衣子・長岡絵夢

【卓　球】（女子団体）ベスト8
準々決勝　大館鳳鳴０―３聖霊

【バスケット】（男子）ベスト8
準々決勝　大館鳳鳴61―76男鹿工

【剣　道】（男子）ベスト8
準々決勝　大館鳳鳴１―３秋田商

【アーチェリー】
男子個人 ４位　久嶋龍治
女子団体 優勝（田中・菊地・川連）
個人　優　勝　田中真理子　準優勝　菊地志保

４　位　川連千尋　　６　位　田村沙織
【水泳】男子総合　３位

個人自由形　　 400m 優勝　田山穂高
個人自由形　　1500m 優勝　田山穂高
個人メドレー 400m 優勝　畠山功幾
リレー　　　　 400m ３位

（渡部・川口・畠山・田山）
女子総合　４位

東北高校選手権
【陸上競技】
男子　学校対抗得点　５位

個人　400メートル障害 優勝　村上大啓
５位　鳴海孝幸

女子　個人　400メートル障害 優勝　小畑文香

全国高校総合文化祭出場
【美術】 福井市　8/  8～ 9 ３年　安部英里子
【写真】 〃　　8/  8～10 ２年　切田麻衣子
【囲碁】 〃　　8/11～12 ３年　櫻田　祐二

秋田県高等学校総合体育大会のプログラム表紙に3
年瀬尾あかりさんの作品が採用されました。

開
校
七
年
目
の
明
治
三
十
八
年
、

野
球
部
は
岩
手
宮
城
両
県
へ
の
初

の
遠
征
に
お
い
て
好
成
績
を
収
め
、

特
に
仙
台
一
中
戦
で
は
懸
賞
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
当
時
の

校
友
会
誌
に
は
詳
し
い
遠
征
記
事

が
綴
ら
れ
、
栄
冠
を
記
念
す
る

〈
遠
征
の
歌
〉
が
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
数
字
譜
を
よ
く
見
た

と
こ
ろ
、
旋
律
の
基
本
線
が
〈
鳳

凰
山
の
烈
風
〉
と
一
致
す
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
歌
詞
は
左
の

よ
う
に
難
解
で
す
が
、〈
烈
風
〉

の
ふ
し
で
歌
う
と
雰
囲
気
は
つ
か

め
ま
す
。（
仮
り
の
読
み
を
付
し
、

表
記
も
一
部
改
変
）。

こ
の
よ
う
に
、
早
春
の
練
習
か

ら
七
月
下
旬
の
遠
征
に
至
る
風
景

を
交
え
つ
つ
、
大
館
の
「
秀
霊
雄

偉
」
た
ち
が
南
下
進
撃
し
て
奥
羽

の
「
中
原
」
仙
台
を
制
す
る
ま
で

を
言
葉
豊
か
に
歌
っ
て
い
ま
す
。

作
者
を
明
記
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

遠
征
記
事
の
筆
者
と
見
ら
れ
る
野

口
厚
三
選
手
（
３
期
）
の
作
詞

（
あ
る
い
は
作
曲
も
）
と
推
定
で

き
ま
す
。

〈
遠
征
の
歌
〉
は
そ
の
後
ほ
と

ん
ど
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、

大
正
末
年
前
後
に
な
っ
て
新
た
に

平
易
な
歌
詞
が
付
け
ら
れ
て
〈
鳳

凰
山
の
烈
風
〉
が
誕
生
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
節
回
し

も
多
少
変
化
し
た
ら
し
く
、
例
え

ば
末
尾
の「
天
に
轟
き
地
に
響
く
」

は
、
庭
球
の
歌
の
末
尾
「
覇
業
を

告
ぐ
る
テ
ニ
ス
マ
ン
」
と
同
じ
ふ

し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

村
上
、
小
畑
ア
ベ
ッ
ク
2
冠

四
〇
〇
Ｍ
・
四
〇
〇
Ｍ
障
害

我
々
応
援
団
は
一
般

に
運
動
部
の
大
会
に
赴
い
て
応
援

し
た
り
激
励
会
で
選
手
た
ち
に
精

一
杯
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

大
会
が
な
く
な
る
冬
期
間
は
地
域

と
の
交
流
を
深
め
る
意
味
も
含
め

て
積
極
的
に
福
祉
施
設
を
慰
問
し

演
舞
を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。
利

用
者
か
ら
も
喜
ば
れ
拍
手
を
い
た

だ
け
た
時
に
は
大
き
な

達
成
感
に
満
ち
溢
れ
ま

し
た
。
チ
ア
ガ
ー
ル
は

大
学
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
の
振
り
付

け
を
研
究
し
、
演
舞
に

合
う
よ
う
に
工
夫
を
重

ね
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
応
援
の
幅
が
一
層
広

が
り
完
成
度
の
高
い
演

舞
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

新
学
期
に
入
り
男
子
一
名
、
女

子
二
名
を
加
え
た
総
勢
十
一
名
で

運
動
部
へ
の
応
援
が
再
開
し
ま
し

た
。
七
月
に
入
る
と
鳳
鳴
祭
、
野

球
部
の
甲
子
園
予
選
と
ま
さ
に
応

援
団
が
最
も
盛
り
上
が
る
時
期
で

あ
り
団
員
全
員
練
習
に
熱
が
入
っ

て
い
ま
す
。
特
に
三
年
生
が
引
退

す
る
ま
で
あ
と
少
し
と
な
っ
た
の

で
、
二
つ
の
行
事
を
し
っ
か
り
と

成
功
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
一
所
懸

命
頑
張
り
ま
す
。

★�いまふう
応援団�

ジジョー
�

全
県
高
校

女
子
総
合
鳳
鳴
制
す

総
体
陸
上

大
館
鳳
鳴
高
校
野
球
部
後
援
会

（
桜
田
博
会
長
）
の
若
手
Ｏ
Ｂ
有
志

が
四
月
十
九
日
、
母
校
を
訪
れ
、
ユ

ニ
ホ
ー
ム
を
寄
贈
し
た
。

ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
、
伝
統
色
の
え
ん

じ
を
基
調
に
し
、
胸
に
は
漢
字
で

「
鳳
鳴
」
と
大
き
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

菅
原
主
将
は
「
部
員
み
ん
な
の
士
気

が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
夏
は
甲

子
園
に
行
き
ま
す
」
と
宣
言
し
、
気

持
ち
も
新
た
に
し
た
。

大
館
鳳
鳴
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

（
殿
村
直
人
会
長
）
が
五
月
六
日
、
母

校
を
訪
れ
、
同
部
へ
新
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

寄
贈
し
た
。

ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ャ

ー
ジ
ー
が
伝
統
色
の
え
ん
じ
を
基
調
と

し
、
セ
カ
ン
ド
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
現
役
選

手
の
希
望
を
も
と
に
黒
色
と
し
た
。
齊

藤
主
将
は
「
立
派
な
ユ
ニ
ホ
ー
ム
。
士

気
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
た
。
Ｏ
Ｂ
や

父
母
の
応
援
に
応
え
、
一
層
練
習
に
励

ん
で
花
園
を
狙
う
」
と
力
強
く
宣
言
。

甲
子
園
へ

ユ
ニ
ホ
ー
ム
一
新
Ｏ
Ｂ
会
寄
贈

花
園
へ

シリーズ7

野球遠征の歌と
鳳凰山の烈風
鳳29期　佐藤　信博

(1)
秀
霊
雄
偉
、
桂
城
に
／
粹あつ
め
て
茲ここ
に
七
星
霜

し
ち
せ
い
そ
う

／
見
よ
森
吉
の
山
の
精
／

見
よ
米
白
の
そ
の
流
れ
／
峯
轡らん
高
く
天
を
ま

し
／
清
漣
、
金きん
波ぱ

漂
は

す
(2)
人
、
陽
春
と
云
う
め
れ
ど
／
校
庭
未
だ
霜
白
く
／
弦
習
々
の
風
の
声
／

烏う

雀
も

じ
ゃ
く

憂
ふ
朝
ま
だ
き
／
バ
ッ
ト
を
ふ
る
ふ
腕
さ
へ
／
氷
る
計
り
の

き
さ
ら
ぎ
や

(3)
噫ああ
青
山
の
春
晩く

れ
て
／
緑
林
、
空
に
聨
れ

つ
ら
な

ば
／
流
蛍
万
火
、
風
を
逐お

ひ
／
池
塘
翠
黛

ち
と
う
す
い
た
い

影
深
く
／
今
ふ
み
月
の
更
闌た

け
て
／
我
遠
征
の
途
に

上
る

(4)
刃
向
ふ
敵
の
強
く
と
も
／
旌せい
旗き

堂
々
天
を
掩おお
ひ
／
孤
軍
馳
駆
ち

く

、
城
を
抜

き
／
修
羅
の
巷
を
後
に
し
て
／
凱
歌
を
奏
し
轅
門

え
ん
も
ん

に
／
予われ
を
擲
ち

な
げ
う

敵

を
見
ん

(5)
奮
へ
や
健
児
勇
ま
し
く
／
龍
虎
踊
る
陸
南
に
／
中
原
の
鹿
射
と
め
来

て
／
名
誉
の
冠
り
戴
き
つ
／
朔
風
す
さ
ぶ
陸
奥

み
ち
の
く

に
／
栄
え
あ
る
覇
を

ば
称
へ
よ
や

鳳
凰
山
の
烈
風
　
原
曲
明
治
38
年
野
球
遠
征
隊
／
作
詞
者
不
詳
（
大
正
15
年
頃
）

一．

鳳
凰
山
の
烈
風
に
　
鍛
へ
し
我
等
が
こ
の
身
体

倒
れ
て
止
ま
ぬ
　
そ
の
覚
悟
　
試
す
は
今
日
ぞ
　
い
ざ
進
め

大
中
（
鳳
鳴
）
健
児
の
勝
鬨
は
　
天
に
轟
き
地
に
ひ
び
く

二．

勝
負
は
何
ん
ぞ
我
知
ら
ず
　
正
々
堂
々
い
ざ
進
め

桜
と
香
り
盾
と
な
れ
　
身
は
桂
城
の
健
児
等
の

気
は
富
士
よ
り
も
弥
高
し
　
い
ざ
い
ざ
振
る
へ
　
我
が
選
手

野球遠征の歌（校友会雑誌４号掲載の数字譜による）

歌の由来から見た 大中鳳鳴

甲
子
園
へ

ユ
ニ
ホ
ー
ム
一
新
Ｏ
Ｂ
会
寄
贈

花
園
へ

団長　３C 浅利　佳将



加
賀
谷
純
一
君
の
突
然
の
訃
報

に
接
し
て
、
た
だ
た
だ
茫
然
自
失

と
し
て
い
る
。
彼
と
は
高
校
時
代

か
ら
親
し
く
付
き
合
っ
て
き
た
仲

な
の
で
、
急
に
「
亡
く
な
っ
た
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
俄
か
に
は

信
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
。

高
校
時
代
、
純
一
君
と
は
二
人

で
よ
く
映
画
を
観
に
行
っ
た
。
彼

は
熱
烈
な
黒
澤
明
フ
ァ
ン
で
、
ほ

と
ん
ど
信
仰
に
近
い
傾
倒
ぶ
り
だ

っ
た
。
僕
も
黒
澤
映
画
は
大
好
き

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
頃
封
切
ら
れ

た
『
悪
い
奴
ほ
ど
よ
く
眠
る
』

『
用
心
棒
』『
椿
三
十
郎
』
と
い
っ

た
作
品
を
よ
く
一
緒
に
観
て
は
、

熱
に
浮
か
さ
れ
た
よ
う
に
感
想
を

何
時
間
も
語
り
合
っ
た
。
映
画
だ

け
で
な
く
、
人
生
の
夢
や
青
春
の

悩
み
を
と
こ
と
ん
話
し
合
え
る
無

二
の
親
友
だ
っ
た
。

純
一
君
と
の
こ
と
で
何
よ
り
も

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
高
校
時
代
、

鳳
鳴
と
桂
の
生
徒
を
集
め
て
映
画

を
つ
く
っ
た
思
い
出
で
あ
る
。
僕

が
書
い
た
『
砂
上
に
蟻
』
と
い
う

小
説
を
僕
自
身
が
脚
本
に
し
て
監

督
し
、
純
一
君
が
主
役
の
一
人
と

し
て
出
演
し
た
。
高
校
生
活
最
後

の
夏
だ
っ
た
。
撮
影
は
日
の
出
の

十
和
田
湖
や
、
熱
砂
の
小
坂
鉱
山

な
ど
で
行
わ
れ
た
が
、
ロ
ケ
地
ま

で
の
長
い
道
中
や
、
撮
影
を
終
え

て
疲
れ
き
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
き

な
ど
、
純
一
君
は
ひ
っ
き
り
な
し

に
冗
談

を
飛
ば

し
て
皆

を
笑
わ

せ
、
元

気
づ
け

る
の
だ

っ
た
。
彼
に
は
自
分
が
道
化
に
な

っ
て
人
を
喜
ば
せ
る
天
性
の
サ
ー

ビ
ス
精
神
が
あ
っ
た
。

高
校
を
卒
業
す
る
と
純
一
君
は
、

俳
優
を
目
指
し
て
上
京
し
た
。
僕

は
純
一
君
に
一
か
月
ぐ
ら
い
遅
れ

て
上
京
し
た
が
、
そ
の
間
、
純
一

君
も
一
人
で
寂
し
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
毎
日
の
よ
う
に
東
京
か
ら

長
文
の
手
紙
が
届
い
て
驚
い
た
。

そ
れ
は
自
分
が
観
た
映
画
の
感
想

や
、
初
め
て
体
験
す
る
東
京
生
活

の
様
子
を
、
得
意
の
イ
ラ
ス
ト
入

り
で
事
細
か
に
書
き
記
し
た
手
紙

で
、
毎
回
か
な
り
部
厚
な
も
の
だ

っ
た
。

そ
の
う
ち
僕
も
上
京
し
た
が
、

二
人
と
も
初
め
て
の
東
京
生
活
で

心
細
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
毎
日

の
よ
う
に
会
っ
て
は
一
緒
に
飯
を

食
い
、
そ
し
て
映
画
を
観
て
は

長
々
と
話
し
合
い
、
結
局
ど
ち
ら

か
の
ア
パ
ー
ト
に
泊
ま
る
こ
と
に

な
る
の
だ
っ
た
。

や
が
て
父
の
病
気
で
、
僕
が
東

京
生
活
を
引
き
払
っ
て
郷
里
に
戻

る
と
、
純
一
君
は
毎
年
お
盆
に
は

必
ず
帰
省
し
て
、
我
が
家
を
訪
ね

て
く
れ
た
。
そ
う
し
た
折
に
懐
か

し
い
高
校
時
代
の
映
画
仲
間
を
集

め
た
〈
映
画
同
窓
会
〉
を
開
い
た

こ
と
も
度
々
だ
っ
た
。
仲
間
た
ち

も
、
純
一
君
の
帰
省
時
に
変
則
的

な
同
窓
会
を
開
く
の
を
何
よ
り
の

楽
し
み
に
し
て
い
た
。

純
一
君
は
、
稀
に
み
る
信
義
に

厚
い
人
間
だ
っ
た
。
人
を
信
じ
、

大
事
に
し
、
決
し
て
人
を
裏
切
る

よ
う
な
こ
と
が
な
か
っ
た
。
僕
の

よ
う
な
人
間
に
対
し
て
も
、
自
分

は
一
歩
下
が
っ
て
相
手
を
立
て
、

律
儀
な
ま
で
に
敬
意
を
払
っ
て
付

き
合
っ
て
く
れ
た
。
彼
は
相
手
に

対
す
る
尊
敬
の
念
を
、
き
ち
ん
と

言
葉
や
態
度
で
表
わ
す
人
間
だ
っ

た
。
こ
れ
は
人
間
と
し
て
大
い
に

教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

純
一
君
が
俳
優
に
な
っ
て
か
ら

は
脇
役
な
が
ら
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
で

活
躍
し
た
。
そ
し
て
僕
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ

大
館
に

頼
ま
れ

て
テ
レ

ホ
ン
サ

ー
ビ
ス

『
怪
談
・

鳳
鳴
の

七
不
思
議
』
の
脚
本
を
書
い
た
と

き
は
、
彼
が
二
つ
返
事
で
朗
読
を

や
っ
て
く
れ
た
。
近
年
は
俳
優
と

し
て
渋
い
味
わ
い
が
出
て
き
て
、

大
成
が
楽
し
み
だ
っ
た
の
に
、
不

意
打
ち
の
訃
報
で
あ
る
。
ま
る
で

真
っ
暗
闇
の
中
で
、
理
不
尽
な
一

撃
を
食
ら
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
だ

っ
た
。

ま
も
な
く
純
一
君
所
蔵
の
書
籍

類
が
ど
っ
さ
り
と
僕
の
も
と
に
送

ら
れ
て
き
た
。「
こ
れ
は
小
松
さ

ん
に
貰
っ
て
も
ら
う
の
が
一
番
よ

い
だ
ろ
う
」
と
の
東
京
の
遺
族
の

意
向
だ
と
い
う
。
古
い
映
画
雑
誌

や
映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
主

だ
が
、
な
ぜ
か
昔
、
彼
と
一
緒
に

観
歩
い
た
映
画
や
熱
心
に
論
じ
合

っ
た
映
画
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

ど
の
品
に
も
懐
か
し
い
匂
い
が
い

っ
ぱ
い
に
た
ち
こ
め
て
い
た
。
今

と
な
っ
て
は
純
一
君
と
共
に
過
ご

し
た
青
春
時
代
を
偲
ぶ
何
よ
り
も

貴
重
な
品
々
で
あ
る
。
彼
の
形
見

と
思
っ
て
大
切
に
し
よ
う
と
思
っ

た
。が

、
実
の
と
こ
ろ
僕
は
純
一
君

が
こ
の
世
を
去
っ
た
と
い
う
現
実

を
ま
だ
本
当
は
受
け
入
れ
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
お
盆
に
は
、
ま
た
、

い
つ
も
の
よ
う
に
、「
コ
マ
ち
ゃ

ん
…
…
」
と
茶
目
っ
け
た
っ
ぷ
り

な
笑
顔
を
振
り
ま
き
な
が
ら
、
お

土
産
を
片
手
に
、
ふ
ら
り
と
現
れ

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

じ
じ
つ
、
け
さ
、
純
一
君
は
そ

の
よ
う
に
し
て
僕
の
目
の
前
に
現

れ
た
。
も
ち
ろ
ん
夢
の
中
で
で
あ

る
。純

一
君
は
、
僕
に
と
っ
て
ま
だ

死
ん
で
は
い
な
い
の
だ
。
だ
れ
が

な
ん
と
言
お
う
と
、
こ
れ
は
僕
の

中
で
は
厳
然
た
る
事
実
な
の
だ
か

ら
仕
様
が
な
い
。
そ
う
思
う
こ
と

に
し
た
。

コ ラ ム�コ ラ ム�

わ
が
友
の
死
を
悼
む

小
松
　
　
宰
（
高
15
）

在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君在りし日の加賀谷純一君

●和田忠（大44）編・
著「明治～平成　秋田
のスポーツ増補版」秋

田魁新報社発行●土田哲（高3）著
「ちんぷんかんぷん」北鹿新聞社印
刷●山口一良（高15）著「高炉を
支えた操業技術と原燃料」東北大学
出版会発行●田中強（高12）著
「青きポルダーの輝き」創友社発行
●佐藤鐵雄（高5）著「鐵っちゃん」
㈲ワークスケイアイ印刷
以上、著書から記念館に寄贈され
た。
●昨年8月、高野裕君（高5）50回
忌追悼文集「島」が高野裕君を偲ぶ
ふるさとの会から発行され、このた
び実兄の高野博氏（大39）から寄
贈された。
●昨年卒業40周年を迎えた高校14
期会（としごろ会）が「卒業40周
年記念文集」（編集委員長横井弘明）
を3月に発行した。
●今年で卒業50周年の記念すべき
年を迎えた5期生は、「古希壽記念
吾曹図南（そのあと第三輯）」（編集
委員代表工藤友弘）を5月に発行し
た。
また、田所勝太郎（大41）、柴田

邦二（大43）、佐藤　正（高2）、石
井忠夫（高2）、日景　健（高3）、
藤嶋省平（高4）、石田　真（高5）
の各氏からは、たくさんの蔵書を図
書館・記念館に戴いた。
記念館では同窓に関係のある著書
を収集、展示しているので、お持ち
の方で寄贈してもよい場合はご連絡
願いたい。

母校の教諭で大中12
期卒の栗盛吉蔵氏の晩
年の作品である日本画

「紫陽花」が、記念館会議室に飾ら
れることになった。この絵は先生が
亡くなられてから、在学中美術部員
であった最上安昭氏（高3）がご子
息の栗盛光悦氏（高3）から戴いた
もので、このたび最上氏より贈呈の
申し入れがあった。先生は旧制京都
市立絵画専門学校を卒業、奈良県美
術協会日本画部幹事等を歴任後、昭
和19年から37年まで図画の教諭と
して母校に勤務され、昭和53年に
享年81歳で亡くなられた。先生の
ご冥福をお祈りするとともに、両氏
に深く感謝申し上げる。

今年の春の叙勲にお
いて、母校の第32代校
長鎌田重光先生（平成

元年4月～3年3月）が、永年にわた
り教育界に寄与されたご功績によ
り、勲4等瑞宝章を受章した。
また、大館市の収入役、助役を務
められ昨年5月で退任された鳳鳴会
理事の栗盛周蔵氏（大39）は、地
方自治功労により勲5等双光旭日章
を受章した。

寄�寄�
書�書�
贈�贈�

図�図�

絵�絵�
贈�贈�
画�画�

寄�寄�
の�の�

祝�祝�
勲�勲�叙�叙�

地 区 会 名 会　　　長 事　務　局 事　　務　　局　　住　　所 電　　話
東 京 鳳 鳴 会 村上　芳明（鳳14） 工藤禮次郎（鳳５） 〒102－0074 東京都千代田区九段南4－3－3 ㈱24スタジオ内 03－3221－4766
仙 台 鳳 鳴 会 奥田　惇二（鳳４） 大高　剛一（鳳23） 〒980－0013 宮城県仙台市青葉区花京院2－2－78 サンチュリー㈱内 022－262－2885
札 幌 鳳 鳴 会 関　　信弘（大37） 和田　　稔（鳳４） 〒062－0042 札幌市豊平区福住２条8－10－21 011－854－4845
名 古 屋 鳳 鳴 会 藤原　秀男（大43） 竹村　文碩（鳳18） 〒484－0041 愛知県犬山市長者町5－105 0568－67－6625
青森大中鳳鳴会 安井　　稔（鳳10） 高橋　一己（鳳31） 〒030－0944 青森市大字筒井字八ツ橋1293－26 090－9632－7176
秋 田 市 鳳 鳴 会 野口　修平（鳳17） 柴田　　司（鳳27） 〒010－0933 秋田市川元松丘町4－59 武内印刷㈱内 018－862－8754
能 代 鳳 鳴 会 佐藤　貞三（鳳８） 北林　　孝（鳳21） 〒016－0171 能代市河戸川字上相染下16 0185－52－9453
鹿 角 市 鳳 鳴 会 佐藤　　一（鳳２） 清水　順義（鳳15） 〒018－5201 鹿角市花輪字下中島113 0186－23－6623
鷹 巣 鳳 鳴 会 岩谷　敏男（鳳２） 中川　真一（鳳26） 〒018－3315 北秋田郡鷹巣町宮前町9－69 鷹巣町保健センター内 0186－62－6666
森吉町大中鳳鳴会 金　与恵門（大42） 桂　　邦夫（鳳８） 〒018－4301 北秋田郡森吉町米内沢字御嶽50－1 0186－72－3582
阿 仁 鳳 鳴 会 濱田　　章（大40） 福島　　晴（鳳７） 〒018－4613 北秋田郡阿仁町銀山字下新町5－8 0186－82－3115
田 代 鳳 鳴 会 猪野　　慶（鳳４） 中村　　勇（鳳19） 〒018－3501 北秋田郡田代町岩瀬字大柳86－2 0186－54－2608
比内大中鳳鳴会 佐藤賢一郎（鳳18） 米澤　健一（鳳３） 〒018－5701 北秋田郡比内町扇田字中扇田18 0186－55－0602
小 坂 鳳 鳴 会 澤口　悦哉（鳳11） 近藤　　肇（鳳26） 〒017－0292 小坂町役場 農林振興課内 0186－29－3912



■ カメラとペンを抱え、一向に上手にな
らない文に苛立ちを感じながら早？年。見
やすくなったという声に励まされても、悪
戦苦闘から脱皮できずにいます。 〈小泉〉
■『会報』の編集に携わり、各地の鳳鳴会
にも出席させていただく機会も増えてきて、
鳳鳴高校というものが、むしろ在校時代よ
り身近に感じられるようになって参りまし
た。 〈小松〉
■鳳鳴ＯＢの皆さんに母校の今を目一杯伝
えたい!!と多忙の中、先輩委員は一生懸命
です。ただ敬服!! 〈新米の谷川原〉
■印刷所の制作スタッフは桂高校卒業生で
す。いじめられています 〈古株の柴田〉

■今回初めて鳳鳴会に出席しました。二次
会、三次会は諸先輩におごらっれぱなし。
この場をお借りして、お礼申し上げます。

〈しお　〉
■ホームページ運営委との兼ね合いですが、
105周年を盛り上げるべく頑張ります！

〈中堅のなんでも屋小棚木〉
■11年ぶりにもどって来ました。よろし
くお願いいたします。 〈五日市〉
■今年赴任したばかりなので、会報の編集
を通して鳳鳴高校の昔と今を学んでいきた
いと思っています。 〈斎藤〉
■会報を年２回発行できるのも、会員各位
が年会費2000円を納入して下さるお陰で
す。お待ちしております。〈事務局・平泉〉校了! つぶやき�

平
成
十
四
年
四
月

杉
江
　
和
彦
さ
ん
（
鳳
４
期
）

三
浦
　
吉
彦
さ
ん
（
鳳
15
期
）

及
川
　
宏
巳
さ
ん
（
大
45
期
）

横
井
　
博
吉
さ
ん
（
大
47
期
）

村
上
　
　
清
さ
ん
（
大
38
期
）

安
達
　
友
一
さ
ん
（
大
39
期
）

平
成
十
四
年
五
月

熊
田
　
隆
一
さ
ん
（
大
45
期
）

阿
部
　
朝
浦
さ
ん
（
大
34
期
）

豊
間
　
義
允
さ
ん
（
大
39
期
）

浅
利
　
金
正
さ
ん
（
鳳
25
期
）

田
山
　
嘉
雄
さ
ん
（
大
39
期
）

平
成
十
四
年
六
月

木
村
竹
三
郎
さ
ん
（
大
26
期
）

田
中
　
達
也
さ
ん
（
大
38
期
）

石
川
　
健
蔵
さ
ん
（
大
35
期
）

塩
田
　
謙
一
さ
ん
（
大
35
期
）

成
田
　
　
富
さ
ん
（
鳳
６
期
）

平
成
十
四
年
七
月

石
川
　
英
治
さ
ん
（
鳳
１
期
）

成
田
　
一
穂
さ
ん
（
大
43
期
）

平
成
十
四
年
八
月

成
田
　
昭
三
さ
ん
（
大
43
期
）

藤
岡
　
昭
二
さ
ん
（
鳳
２
期
）

阿
部
　
　
修
さ
ん
（
鳳
29
期
）

澤
口
　
俊
美
さ
ん
（
鳳
８
期
）

阿
部
　
悦
義
さ
ん
（
大
30
期
）

平
成
十
四
年
九
月

太
田
部
隆
治
さ
ん
（
大
46
期
）

高
橋
　
信
一
さ
ん
（
特
別
会
員
）

平
成
十
四
年
十
月

田
中
　
顕
英
さ
ん
（
鳳
９
期
）

平
成
十
四
年
十
一
月

菅
原
　
義
行
さ
ん
（
大
36
期
）

小
林
　
徹
夫
さ
ん
（
大
40
期
）

佐
藤
　
順
一
さ
ん
（
大
32
期
）

山
本
　
貴
正
さ
ん
（
鳳
14
期
）

中
山
　
茂
規
さ
ん
（
大
43
期
）

柏
木
　
博
美
さ
ん
（
鳳
19
期
）

平
成
十
四
年
十
二
月

虻
川
　
文
夫
さ
ん
（
大
35
期
）

清
水
　
正
二
さ
ん
（
大
35
期
）

福
岡
　
　
潔
さ
ん
（
大
39
期
）

長
岐
　
克
巳
さ
ん
（
大
35
期
）

平
成
十
五
年
一
月

成
田
　
義
一
さ
ん
（
鳳
15
期
）

今
村
　
　
清
さ
ん
（
大
33
期
）

平
泉
雄
一
郎
さ
ん
（
大
42
期
）

小
林
　
健
蔵
さ
ん
（
鳳
１
期
）

平
成
十
五
年
二
月

林
野
　
　
博
さ
ん
（
大
41
期
）

柾
木
　
孝
志
さ
ん
（
大
37
期
）

畠
山
　
重
郷
さ
ん
（
鳳
14
期
）

平
成
十
五
年
三
月

小
林
　
一
夫
さ
ん
（
大
42
期
）

柴
田
　
武
士
さ
ん
（
鳳
７
期
）

貝
森
　
久
一
さ
ん
（
大
45
期
）

堺
谷
　
　
廣
さ
ん
（
鳳
５
期
）

山
本
　
淳
吉
さ
ん
（
大
26
期
）

加
賀
谷
純
一
さ
ん
（
鳳
15
期
）

（
事
務
局
届
出
分
）

105周年記念事業特別会計予算
収入の部

支出の部

＊平成15年３月14日開催の理事会において、鳳鳴会基金540万円（14年度決算）の内、105万円を取り崩
し、105周年記念事業特別会計に繰り入れることを承認。

◎小泉　槇子（副会長）

○小松　　宰（鳳15）

谷川原郁子（鳳24）

柴田　　司（鳳27）

小池　昌平（鳳36）

小棚木政之（鳳38）

五日市栄悦（教頭）

斎藤　千愛（事務局）

平成 15年度 5委員会名簿 ◎印は委員長　○印は副委員長

広
報
委
員
会

◎赤平　一雄（鳳20）

○小棚木政之（鳳38）

加賀　　佐（鳳34）

米澤　正貴（鳳41）

三浦　孝之（鳳48）

高田　典雅（事務局次長）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会

◎佐藤　祥男（副会長）

○土田　　哲（鳳3）

武内　政雄（大44）

田中　京子（鳳9）

三ツ倉和雄（鳳11）

山田　和人（鳳29）

菅原　明雅（総務部長）

明石　　渉（事務局）

名
簿
委
員
会

◎蒔苗　　誠（副会長）

○乳井　宏資（鳳10）

高橋　彰彦（鳳6）

庄司富佐男（鳳8）

菅　　大輔（鳳16）

明石　宏康（鳳37）

佐々木　勝（事務長）

松江真由美（会計）

財
政
委
員
会

◎桑名　秀明（副会長）
○菊池　和夫（鳳2）
松江　長成（大45）
山田　亮逸（鳳1）
浜松　和男（鳳4）
成田加奈子（鳳14）
戸枝　正樹（鳳19）
菅原　敏夫（教頭）
高田　典雅（事務局次長）

企
画
委
員
会

収入の部

１ 繰　越　金 992,775 992,775 0
2 入　会　金 1,155,600 1,164,000 8,400 3,600円×321名　留学生分入会金8,400
３ 会　　　費 4,000,000 4,744,000 744,000 1,546件（郵便局1,529件　銀行17件）
４ 寄 付　金 3,000 2,000 △　 1,000 大中30期故成田誠一氏
５ 雑　収　入 2,000 4,191 2,191 預金利息 39 バッチ代 3,000 定期預金利息 1,152
合　　　計 6,153,375 6,906,966 753,591
支出の部
１ 庶　務　費 1,690,000 1,362,474 △ 327,526

(1)会議費 250,000 171,899 △　78,101 総会 58,749 理事会 113,150

(2)事務費 280,000 282,395 2,395 ドメイン使用料 7,980 ネットサーバー代 50,000
ラベル代 3,024 データ入力他代 221,391

(3)賃　金 480,000 480,000 0 給与、手当
(4)振替手数料 130,000 106,930 △　23,070 №１～№155まで
(5)通信費 150,000 172,553 22,553 ＮＴＴ 92,109 ＯＣＮ 24,564 切手、ハガキ 54,400 送料 1,480
(6)接待費 50,000 0 △　50,000
(7)慶弔費 100,000 41,592 △　58,408 弔電 23件　祝電 10件
(8)雑　費 250,000 107,105 △ 142,895 新聞広告料 84,058 本代 6,000 ビデオテープ他 17,047

２ 会報発行費 2,100,000 1,958,199 △ 141,801
(1)印刷費 700,000 661,604 △　38,396 会報29号 271,162 会報30号 142,327 会費納入のお願い他 248,115
(2)通信費 1,300,000 1,237,048 △　62,952 会報発送(2回) 1,147,048 袋詰め手当 90,000
(3)旅　費 50,000 58,277 8,277 東京鳳鳴会 50,050 秋田市鳳鳴会 8,227
(4)雑　費 50,000 1,270 △　48,730 会報原稿送料（２件）

３ 事　業　費 1,991,000 2,035,588 44,588
(1)連絡費 1,100,000 1,144,592 44,592 各地区会連絡
(2)歓迎費 190,000 167,642 △　22,358 卒業記念品（賞状筒）290本×655円

(3)助成金 700,000 723,354 23,354 各地区補助金 360,000 全国大会餞別 70,000 慰霊登山193,354
野球応援バス 50,000 野球激励費 50,000

(4)寄付金 1,000 0 △ 1,000
４ 積　立　金 200,000 600,000 400,000
５ 予　備　費 172,375 0 △ 172,375
合　　　計 6,153,375 5,956,261 △ 197,114
繰　　　越 950,705 031 0592627 北都　大館
鳳鳴会基金　5,400,00円
収入の部

１ 繰　越　金 992,775 950,705 △　42,070
２ 入　会　金 1,155,600 1,008,000 △ 147,600 3,600円×280名
３ 会　　　費 4,000,000 4,000,000 0 2,000円×2,000名
４ 寄　付　金 3,000 3,000 0
５ 雑　収　入 2,000 2,000 0
合　　　計 6,153,375 5,963,705 △ 189,670
支出の部
１ 庶　務　費 1,690,000 1,740,000 50,000

(1)会議費 250,000 250,000 0 理事会　総会
(2)事務費 280,000 330,000 50,000 データ入力 210,000 インターネットサーバー代 100,000 他 20,000
(3)賃　金 480,000 480,000 0 給与、手当
(4)振替手数料 130,000 130,000 0
(5)通信費 150,000 200,000 50,000 ＮＴＴ　切手、ハガキ他
(6)接待費 50,000 50,000 0
(7)慶弔費 100,000 100,000 0
(8)雑　費 250,000 200,000 △　50,000 新聞広告他 記念館充実費 50,000

２ 会報発行費 2,100,000 2,100,000 0
(1)印刷費 700,000 700,000 0 会報印刷、封筒代他
(2)通信費 1,300,000 1,300,000 0 会報発送、発送謝礼
(3)旅　費 50,000 50,000 0 取材旅費
(4)雑　費 50,000 50,000 0 写真代他

３ 事　業　費 1,991,000 1,741,000 △ 250,000
(1)連絡費 1,100,000 1,100,000 0 各地区会旅費 会議旅費補助
(2)歓迎費 190,000 190,000 0 650円×290名
(3)助成金 700,000 450,000 △ 250,000 全国大会 150,000 各地区補助金 300,000
(4)寄付金 1,000 1,000 0

４ 積　立　金 200,000 200,000 0
５ 予　備　費 172,375 182,705 10,330
合　　　計 6,153,375 5,963,705 △ 189,670

科　　　目 14年度予算額 決 算 額 増 △ 減 摘　　　　　要

科　　　目 14年度予算額 15年度予算額 増 △ 減 摘　　　　　要

自
　
平
成
14
年
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月
１
日

平
成
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度
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鳴
会
会
計
決
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書

至
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日
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計
予
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書

至
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16
年
３
月
31
日

謹んでご冥福を
お祈りいたします

平成14年度物故会員

科　　　目 予　算　額 摘　　　　　　　　　　要
１ 繰　入　金 1,050,000 鳳鳴会基金より
２ 雑　収　入 2,000 寄付金他
合　　計 1,052,000

科　　　目 予　算　額 摘　　　　　　　　　　要
１ 繰　出　金 500,000 105周年実行委員会へ
２ 篠山訪問費 200,000 諸雑費・生徒会補助各10万円
３ ＨＰ開設費 300,000 公式ホームページ開設
４ リーフレット印刷 50,000 鳳鳴記念館の紹介
５ 雑　　　費 2,000
合　　計 1,052,000
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